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表紙写真「圏央道　相模原愛川インターチェンジ空撮」
（神奈川県相模原市）

　首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の相模原愛川インターチェンジ（IC）～高尾
山 IC（延長約 14.8 km）が 2014 年 6 月 28 日開通した。この開通により，東名高
速道路・中央自動車道・関越自動車道が圏央道によって結ばれ，広域ネットワー
クの形成による混雑緩和や災害時の道路ネットワークの強化，地域活性化の支援
などが期待される。（写真提供：NEXCO 中日本）

会員に入会されますと月刊誌「道路」をお送りします。
最新号のみ購入希望の方は info@road.or.jp までお申し込み下さい。

http://www.road.or.jp/member/index.html
mailto:info%40road.or.jp?subject=

